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西洋画制作における｢版の効果｣の可能性についての一考察

A Study of the Possibility of "the EHects of the Printing" Used in the Medium of Western Painting

天使大学(非)中　原　宣　孝

Ⅰ.はじめに

先史時代から私たちは版を用いて豊かで様々な表現をし

てきた｡それは平面的な絵画作品としてのいわゆる版画表

現にとどまらず､種々の道具や布地､器物､壁面等の装飾

文様､また何らかの証明のための印として､あるいは書物

の文章やその挿絵としてなど､版の技法は様々な分野で使

われてきている｡それらは歴史的にみて比較的新しい技法､

例えばエッチングやアクアチント､メゾナント､リトグラ

フ､シルクスクリーンなどの試みとともに表現の幅や形を

変えつつも､今日これまで以上に必要とされている｡

そうしたなかで､版的表現を平面的絵画作品において援

用し､効果的に用いている作品も多く見受けられる｡様々

な分野においてデジタル化されてきている今日､こうした

版的表現は手軽で簡単に､一見絵画と同様の表現が可能に

なってきているが､一方でそうした媒体においては映像や

印刷に限られた表現であることを考えると､ますます物質

そのものの力が持つ絵画表現の素晴らしさにも気付かされ

る｡1〉本論文では今日までのそうした絵画作品における版

の表現を援用した事例を比較･分析しつつ実際に様々な試

みを通してその可能性を探り､延いては今後の美術教育に

おける教材研究や授業実践に役立てたいと考える｡

Ⅱ.世界各地における版的表現の始まり

広義には孔版に分類されるステンシル(stencil)として

は､着色粉を吹き付けて描かれたと考えられている旧石器

時代の人の手形が複数の洞窟で確認されている｡現存する

最古のものは1994年に発見されたフランス南部のショー

ヴェ(Chauvet)洞窟の壁画で､港千尋によると､

｢もっとも古い絵が三万一〇〇〇年以前のものである

ことは確かで､最新の調査結果では年代的にさらに遡

る可能性もあることが指摘されている｣｡ 2)

一方､日本において現存する最古のものは､正倉院の蔵

品の中にあり､唐の時代の中国からもたらされたと考えら

れている｢吹絵紙｣ 3)と呼ばれるものである｡

そうしたステンシル的表現は世界各地で､主に染色技法

の一つとして古代から行われている｡インド更紗研究著大

西浩子によると､特にインドでの染色の歴史は｢5.000年

前｣ 4)に遡ることができ､ ｢媒染によるインド更紗がはっ

きりと歴史上にあらわれるのは､ 15世紀以降｣ 5)で､その

当時高度な媒染技術を持っていなかった｢世界各国は争っ

てその入手に狂奔｣ 6)したとされている｡手描き彩色の他

に､版的技法としてはインドやインドネシアにおいて発展

して世界各国に広まった｢ろう防染手描き更紗｣ 7)､インド

やペルシャのものが著名な｢木版更紗｣ 8)､オランダをはじ

めとするヨーロッパ各国で発展し､後に輪転式機械捺染の

技術を生むことになるエッチングによる｢銅版更紗｣ 9)､中

国と日本でのみ発展した｢型紙更紗｣ 10)などがある｡

日本国内で作られたとされる型紙(図1)による染色は､

染色工芸家山崎青樹によると､ ｢いつ頃からかはっきりし

ないが､平安末期には型紙によって鎧の革に文様が摺染さ

れているものがある｣ ll)とのことである｡以来そうした

技法は今日に至るまで型友禅､江戸小紋染､伊勢型紙､甲

州印俸などとして継承･発展してきている｡

図1　渋紙製の型紙

同様に加工紙(装飾紙)の分野でも日本独自の発展がみ

られる｡版木や型紙を用いて文様を捺した唐紙である｡京

都の唐紙師千田堅吉によると､元来中国からもたらされた

ものを指していたが､ ｢国内で作られるようになったのは､

平安時代中期以降といわれて｣ 12)ぉり､ ｢『西本願寺

三十六人家集』 (1108-12)に獅子唐草をはじめとした約60

種の(一部漢数字をアラビア数字に改める)｣ 13)唐歓が料

紙として用いられているなど､ ｢はじめは詠草料紙として

用いられていた｣ 14)が､やがて｢襖障子を装飾するため
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に貼られるようになった｣ 15)とされる｡

Ⅲ.絵画における版的表現を採用した実践例

絵画制作において版的表現を援用した実践例を､その制

作過程を追いながら概説するとともに､同様の技法を用い

た様々な作家の作品を比較･分析し､その可能性を探る｡

版的表現実践1 [主にステンシル技法を用いた研究] (著

者作品)

人物の背後に文字が刻まれている壁を描写するためにス

テンシル技法を用いることにする｡

(∋　半吸収性エマルジョンを用いてデカルコマニー的に壁

のテクスチャーを作り､更に様々な色を重ね､壁の質

感を出していく｡

(彰　壁の上の彫塑作品や人物をある程度描き込んだ後､そ

の人物と文字が重なる部分との境界をマスキングして

おく｡マスキングもステンシル的表現の応用である｡

③　元になる文字16)を西洋紙に拡大コピーし､文字の形

を切り抜く｡島になってしまう部分にはブリッジを付

ける｡ブリッジは転写した後､筆を使って手作業で消

していく｡そのため､その際図柄が分かりにくくなら

ないような位置に付けることに注意する｡切り抜いた

ステンシル用の紙はウレタン系透明塗料を塗り乾燥さ

せておく｡そうすることで柔軟性を保ちつつ強度を増

し伸縮を抑えることが出来るため､水溶性の絵具にも

対応でき､繰り返し使うことができる(図2)0
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図2　枚数が多いため番号を入れておく

④　作成したステンシルシートを仮止めし､ベースとなる

暗灰色系の絵具をスポンジに含ませ､斑にならないよ

うにスタンピングしていく｡絵具は軟らか過ぎると輪

郭が渉みやすく､硬すぎると掠れるので注意する｡

⑤　シートを外し十分指触乾燥後､資料写真等(図3)を

参考にしながら陰影や光を入れて､彫り文字にしてい

く(図4)0

このようなステンシル的技法は東洋･西洋を問わず､し
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図3　建築物の壁面を取木オ

図4　『私たちのつよさについて』 (194.0×130.3cm)

半吸収性カンヴァスに油絵具･岩絵具

ばしぼ効果的に用いられてきている｡ジャスパー･ジョー

ンズ(1930-)は､ジェイミ一･ジェイムズによると､ ｢工

業用ステンシルを用いた数字のシリーズで､初めて作品に

記号を取り入れ｣ 17)､敢えて｢あまりにも日常的なために

ほとんど意味を失っているような主題を選んだ｣ 18)とされ

る｡その内の一つ『白い数字』 19)(1958)でもステンシル

や蜜蝋などによって｢そのものは意味を持たない｣ 20)数字

の形や色､物質感を強調し､新たな絵画のあり方を示した｡

芸術の概念を拡張していった一人であるフランスの作家

イヴ･クライン(1928-1962)はその代表作『人体測定プ

リントANT-66』 21) (1960)において､人体そのものを印

とすると同時に先に言及した旧石器時代の手形や正倉院の

吹給紙のように版(ステンシル)として転写することで､

人間存在の新たな解釈を碇起することに成功している｡同

時期にアメリカではラリー･リヴァ-ズ(1923-2002)が

作品『顔の各部』 22) (1961)においてステンシルを用いた
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文字を重要な要素として構成してみせた｡

日本画家である加山又造(1927-2004)は､様々な技法

を試みながら一つのスタイルに留まらず変貌し続けた作家

である｡組作品として制作された『月』 23) (1978)におけ

る波の表現について加山は､

｢アルミ箔の二度押しである｡地の色は箔に糊置きし

て上から水銀系黒を塗って出し､波は箔の糊を剥ぐと

元通りに現れる｡これは染色の方法と通じている｣ 24)

と語っており､コントラストの強い装飾的でダイナミック

な波の表現を生んでいる｡これはマスキング技法の応用で

ある｡ 『黒い蕎彼の裸婦』 25) (1976)においては｢番彼の

地文と衣裳とは､シルクスクリーンで刷り出した｣26-と

も語っている｡シルクスクリーンもまたステンシルの原理

の応用から生まれた技法である｡その繊細な装飾性は画面

全体に緊張感と濃密な密度をもたらし､鮮やかに浮かび上

がる白い肌との対比が美しい｡こうした発想には祖父が狩

野派の絵師であり､父は特に絢欄豪華な帯のデザインを得

意とした西陣織の衣装図案作家という家系に生まれたこと

が大きく影響していると思われる｡ 『月』や『黒い藩政の

裸婦』は版的表現を抜きにしては到達し得なかった新たな

表現世界を開拓した作品であったと言っても過言ではない｡

アンディ･ウォーホル(1928-1987)は､ 1962年以降シ

ルクスクリーン技法を主要な表現手段として採用し始めた

ことがそのスタイルを決定的にしたと言える｡ 10枚のポー

トフォリオのシリーズ『MickJagger』 27'(1975)でもそ

うしたシルクスクリーン技法とともに軽やかなドローイン

グとコラージュが効果的である｡

同じくポップ･アートを代表する作家であるロイ･リキ

テンスタイン(1923-1997)は､しばしば印刷技法である

ベンデイ･ドットを模倣し､できる限り印刷物に見えるよ

うな表現を用いた｡具体的には規則的に円を切り抜いた紙

をカンヴァスに張り､ブラシで色を塗った後､紙を剥がす

というステンシルの技法でそうした規則的なドットが作ら

れた.作品『2枚の絵:ダッグ･ウッド』 28)(1983)では

従来のそうした表現スタイルに加えて､画面を縦に区切っ

た左側に一見脈絡のない大胆なストロークの刷毛塗りの表

現があるが､そこにも無機的でコミック的な表現が入り込

んでおり､結果として新たな関係を生み出している｡

木津文哉(1958-)の作品は､ ｢絵画は平面である｣と

いう固定観念を跨み越えて､支持体および絵具自体の体積

や可塑性を積極的に用いつつマスキングやエアーブラシ等

を利用した写実性には驚かされる｡洗練されてはいるが､

その技法の原理の一部は先に示した旧石器時代の表現にま

で遡ることができる｡また表現された画面がもつ立体性は

ある種蒔絵的な効果も生んでおり､作品『Day Dream』 29)

(2003)においても豊かなイメージとそうした確かなメチ

エに裏打ちされた独自の世界が構築されている｡

版的表現実践2 [蒔絵技法を用いた研究] (著者作品)

蒔絵技法を応用して､人物の髪のゴム留めの部分に版的

技法を試みる｡

①　髪留めの周辺の描き込みを中止し､十分指触乾燥させる｡

②　画面を上向きの状態にし､絵具が渉んで流れて広がら

ないように､やや硬めに絵具を調整し､ゴムの形状を

意識しながらやや半立体的に塗る｡その際にやや厚塗

りになるため､内部からの乾燥を考えてジェル･メディ

ウムを混合しておく｡

③　乾燥･硬化がある程度進んだ時点で岩絵具(岩赤･ 7

番)を撒く(図5)｡

図5　実物と質感が似ている岩絵具を用いる

④　更に十分乾燥が進んだ時点で､柔らかい筆で余分な岩

絵具を掃き取る(図6)｡

図6　立体的に形が現れる

⑤　更に髪との関係を調整し､岩絵具の質感を失わないよ

うにしながら量感や質感を描き込む(図7)0

このような蒔絵的技法は､おもに漆工芸の分野で日本独

自に発展した技法であるが､先に取り上げたジャスパー･

ジョーンズも4枚のバリエーションがある『｢皮膚｣のた
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図7 『aka-ir° no kanon』 (45.5×45.5cm)

半吸収性カンヴァスに油絵具･岩絵具

めの習作』シリーズ30) (1962)において同様の技法を試み

ている｡まず顔や手のひらに油を塗り､画用萩に押し当て

る｡そこに黒鉛の粉末を振り掛け､定着していない余分な

粉を落とすことで形態が浮かび上がる｡身体としての実在

感や皮膚の質感の生々しさが魅力となっている｡

版的表現実践3 [装飾模様を取り入れた研究】 (学生作品)

半身の人物の組作品であるが､それぞれの人物に対して

イメージされる背景を装飾模様で表現することにする｡背

景の全体に施すのだが､同一の小さな単位の繰り返しであ

るので､ステンシルの技法が効果的である｡

①　人物の構図を決め､ある程度描画した時点で､背景の

ステンシルの工程に入る｡

②　模様を考え､原寸大で-単位分の模様のステンシル

シートをつくる｡

③　アクリル絵具で背景のベースとなる色を塗り､模様の
-単位分の大きさのグリッドを､後で消すことができ

るくらいに薄く鉛筆で線を引いておく｡

④　グリッドごとにステンシルシートを仮止めし､ベース

に塗った色と同系色の暗色でステンシルしていく｡

⑤　さらに同系色で霞みのような濃淡の変化をつけ､再度

人物を描き込んでいく(図8 ･図9)0

背景としての文様ではないが､長谷川等伯(1539-

1610)の作品と伝えられる『山水図』 31) (1589年頃)が描

かれている襖も画面全体に規則的に桐紋を捺した唐紙であ

る｡唐軟の上に描画することは大変稀なことであるが､川

村悦子が言うように､ ｢古びた襖の向こうに唐風の景色が

霞み､あたかも雪が降りしきるかのように見えるのは､襖
一面にはどこされた｢桐紋｣のため｣ 32)であり､抽象化

された雪としての桐紋と肉筆による水墨画は交応し違和感

を覚えないどころか､寧ろ必然性すら感じさせる｡

同一の文様を用いているという点で共通性はあるが､ま

た別の版的技法(スタンピング)を援用した作品を発表し

図8　　　　　　　　　　　　　図9

パネル張りの紙にアクリル絵具　パネル張りの紙にアクリル絵具

(1 45.6× 1 03.0cmの部分)　(1 45.6× 1 03.0cmの部分)

ているチャック･クロース(1940-)は､様々な理論と手

法でポートレートによるフォトリアリズム絵画の世界に新

たな可能性や問題を提起している｡具体的には印象派が用

いた色彩分割や視覚混合の理論と表現の先に､また新しい

領域を見出している｡作品『マルタ』33)(1986)においても､

作品との間にある一定の距離を取ったときに感じる迫真性

と近付いたときに見出される単なる指紋の集積とのギャッ

プが作品の最大の魅力である｡

版的表現実践4 [繰り返しの形態を取り入れた研究] (学

生作品)

人物画の背景の建物の瓦部分に版的技法を試みる｡規則

的に並んでいる十数個の同じ形の瓦に対してステンシル技

法を用いて転写する｡

①　瓦を描写する部分の下地を暗色に塗り､指触乾燥させ

ておく｡

②　瓦の形をデッサンし､原寸大で下絵を描く｡

③　下絵を仮止め用スプレー糊でステンシルシートに貼

り､必要に応じてブリッジを付けて切り抜く｡瓦と瓦

の間隔を決める時のために両隣の瓦の一部も切り抜い

ておく(図10)｡

図10　ステンシル用の合成型紙で作成

④　スポンジを用いて下地より明るい実際の瓦の色をスタ

ンピングする｡次にステンシルする瓦の一部も転写し
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図11片側から順番に

ておくと､その位置を決めやすい(図11)0

⑤　残りの絵具でブリッジの部分を消す｡筆で叩くように

塗ると周りと区別が付かなくなる(図12)｡

/77.:･轟.

図12　転写部分に触れないように注意する

⑥　乾燥を待って､更に瓦の構造を立体的に描写していく

(図13)｡

図13　瓦の形を転写し終えた状態

先の学生作品(図8 ･図9)と同様に､ステンシル技法

はこのような同一であるべき形態を繰り返し描写する際に

特に有効である｡ただしこの場合は､あくまでも物質とし

ての瓦が目的であるので､先の著者作品(図4)での彫り

文字としての描写と同様に､工程(参までで安心せずに工程

⑥が重要であることを意識させることが大切である｡その

描写の難しさは伴うが､立体化･物質化していく面白さが

味わえる実践制作である｡

版的表現実践5 [創作文字の書き込みを取り入れた研究]

(学生作品)

先の作品の建物の壁にデザインした文字を描き込むこと

にする｡

①　必要に応じてマスキングを施し､マテイエール材やペ

インティングナイフを用いて壁のテクスチャーを作る｡

(勤　壁の質感をほぼ完成のイメージの状態まで描きこみ､

軒先による影を入れ､十分指触乾燥させる｡

③　紙に原寸大で文字をデザインする｡島になる部分には

ブリッジを付けて切り抜く｡今回は水溶性の油絵具を

使うことから､伸縮を防ぎ､強度を増すためウレタン

樹脂塗料をスプレーし､乾燥させておく(図14)0

図14　位置を合わせるための印も付けておく

④　シートを画面に仮止めし､最適な軟らかさに調整した

絵具をスポンジでスタンピングする(図15)0

図15　輪郭がシャープに出ていることを確認しながら

⑤　シートを外した状態(図16)0

⑥　ブリッジの部分を残りの絵具で筆を使って分からなく

する(図17)0

⑦　文字を入れ終えた状態(図18)0

版的表現実践1や先に指摘したジャスパー･ジョーンズ

やラリー･リヴァ-ズの例においてもそれぞれの意図で文
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図16　ブリッジがまだ未処理

図17　輪郭は平筆の先を利用して

図18　カンヴァスに油絵具(227.3×181.8cm)

字を構成要素として用いているが､察国華(1964-)の作

品『読む』 34) (2005)では､テーマに関わる重要な新聞の

部分に大胆かつ計画的にグロスポリマーメディウムを用い

て英字新聞の文字を直接転写することで作品化してみせて

図19　カンヴァスに油絵具(162.0×130.3cmの部分)

いる｡転写された文字がもたらす実在感が作品に大きな魅

力を与えており､版的技法の援用を抜きにしては成立し得

ない表現である｡

版的表現実践6 [多色刷りの効果を取り入れた研究] (学

生作品)

図19は背景にデザインした植物文様を繰り返し構成した

例である｡詳細な手順については省略するが､茎･乗･花

のそれぞれに型紙を作り､ステンシル技法により多色刷り

版画のような表現を試みている｡

Ⅳ.あわりに

本論文では絵画表現における版的表現の可能性について

考察してきたが､様々なジャンルの融合或いは技法や素材

等の併用は､今日特異なものではない｡例えばミクストメ

ディアと表記される作品が多く見受けられることもそうし

た傾向を示すものである｡しかし歴史を振り返ると､テン

ペラ絵具と油彩の併用がルネサンス期に用いられていたこ

とを取り上げても分かることであるが､それぞれの時代に

様々な試みが続けられて来たことも事実である｡そう考え

るとこのようなハイブリッドな表現に対する指向は決して

近年にのみ顕著なものではなく､そうした技法や表現スタ

イルの弛まぬ追求の歴史があっての今日であるとも言え

る｡そのなかには技法上の問題点や､相容れない表現に対

する批判もあったであろう｡例えば本論文で考察している

西洋画におけるステンシルや転写といった版的表現の援用

は､作家の感性による自由な筆致の豊かさこそがその芸術

の質の高さに他ならないといった表現主義的立場からは批
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ゴムやスポンジ､ローラー､バーニング等を用いたスタン

プ装飾

某刻
ガラス製品におけるサンドブラストやグラスエッチング､

スプレー装飾

布への型や絞り､蝋欠による染色､シルクスクリーン印刷

マーブリングを用いた装飾表現

革工芸における型押し(刻印)
工芸作品におけるステンシルやスタンプ､転写款による絵

付け
グリーティングカード等へのエンボス加工表現

キーホルダー等の金属板におけるエッチング表現

表1 『新日本造形図工･美術教材カタログ2006年版』及び『美

術出版カタログ図工･美術2006年度版』による

判される可能性もある｡しかし先にみてきたように版的表

現の歴史は私たちが絵画を描き始めた先史時代に始まり､

取り上げた様々な事例が示すように､版的表現の発展は､

時にそれぞれの時代を的確に捉える手段となり､時に様々

な絵画の方法論を実現する重要な要素となり､確実に絵画

の歴史の一部を構成している｡従ってそうした絵画の世界

における版的技法､更には版画や様々なデザインの世界で

用いられている独特の手法や､優れた技法に裏打ちされた

工芸作品から受ける洗練された奥深さ等を研究すること

は､次代を築く西洋画を生む触媒となり得ると考える｡
一方､絵画作品としての版画制作を除いた版的技法を

扱った教材の現状に目を転じると大きな傾向が感じられ

る｡市販の教材カタログ35)を参考に､そうした版的表現

を扱っている教材の主なものを列挙すると表1のように

なった｡総じて版画制作以外で版的表現を用いた教材は主

に装飾を目的とした工芸デザインの分野に集中している｡

こうした教材においては､装飾することを前提にするので

はなく､作品化していく過程において､装飾自体が必要で

あるか否かを含めて､技法を研究･模索していくような流

れが制作の過程の中にしっかりとあることが本来のあり方

である｡しかし先に示したように､｢まず装飾や技法ありき｣

として考えられている教材がほとんどを占めているという

点で､注意が必要である｡そうした技法の研究や模索といっ

た姿勢から育成することが､それぞれの表現の多様性を生

み､更には様々な分野の作品への応用を考える力を育成す

ることになる｡本論文のテーマである版の効果の可能性の

西洋画制作への応用といった考え方もそうした考え方の重

要性を示すものであり､更に広く様々な創造的場面におい

てそうした姿勢を大切にすることは､今後の美術教育にお

いても重要視すべき点である｡

以上から言えることは､本論文で考察してきた様々な絵

画における版的表現を援用した事例や､実際に試みた版的

表現は､いずれもそうした版的表現の援用があってこそ成

し得た表現であること､更にそれは様々な創造的表現分野

において豊かで斬新な表現を生む可能性を秘めているとい

うこと､また本論文での版的表現実践は西洋画制作に絞っ

たが､広く美術教育において､ ｢構成に対する深い吟味｣

や｢先を予測し計画的に制作する大切さを学ぶこと｣､ ｢発

想の豊かさを養うこと｣への効果､更には｢版的技法を援

用することにより､描写力や細かな作業のみが結果に反映

するわけではない点で､より多くの学生の表現意欲を高め

ること｣への効果などが期待できるということである｡

最後に､今回具体的に実践できた版的表現研究がやや写

実的表現に偏った傾向があるため､この版的表現による更

に様々な表現の可能性を探り､美術教育に生かせるより具

体的な提言ができることを今後の課題としたい｡
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A Study of the Possibility of "the Effects of the

Printing''Used in the Medium of Western Painting

NAKAHARA, Nobutaka

Tenshi Universlty

We have been doing various expressions using printing since the prehistoric age. While changing the form of

expression, printing expressions have been used in various fields, and the needs have been increasing more than

before today. There are many paintings which are used printing expressions eHectively. In this article. I analyze the

examples which have adopted printing expressions into paintings until today. and I consider the possibility through

six kinds of practice works. A§血e various examples也at I took up shows, the development of the printing expressions

sometimes became the means to discern the times precisely, and it becomes an important element realizing the

various methodology of pictures, and it really constitutes a part of the history of the picture. Therefore, it can become

a catalyst to create Western painting making the next generation to study techniques of the printing in painting丘elds.

unlque techniques used in printing and various丘elds of design and sophisticated profundity of industrial art works

using superior technique.

At the field of the art education.fostering student's attitude to study or grope for techniques creates a diversity

of expressions, furthermore, it brings up也e strength to think of adopting techniques to works in various丘elds. The

way of thinking to applythe effects of the printing used as the medium of western painting which is the theme of this

article shows the importance of such a way of thinking. In addition, I think that it should regard it as important in the

future art education to value such attitude in large various creative scenes.

As for what也e above can say : Not only the examples that quoted expressions of the printing in the various

pictures which I considered in也is article but also expressions of the printing也at practiced is the expression that was

able to consist if也ere is invocation of such expressions. Furthermore, it may produce a lot of novel expressions. In

addition,the study of the effects of the printing in thisarticle limited it to western painting, but can expect the following

effects in art education widely: 1. A deep examination of the composition. 2. Learning importance of a former

prediction and premeditated creation. 3. Developing也e variety of the idea. 4. Improving more students'creativity by

showing the abilityfor describing or detailed works do not reflect to a result when using printing technique.
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